
レ

平成 28 年 4 月 1 日～ 平成 31 年 3 月 31

28 )年度 28 )年度

ｔ-CO2 ｔ-CO2
ｔ-CO2 ｔ-CO2

ｔ-CO2

(30 年度) (28 年度) (0 年度) (0 年度)
レ 3 ％ -0.1 ％ 0 ％ 0 ％

0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

3 ％ 0.4 ％ 0 ％ 0 ％

0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

（ ）

実績報告書

届出者住所
大阪府枚方市養父東町65-1

氏名
社会医療法人 美杉会

理事長  佐藤 眞杉

特定事業者の主たる業種 83医療業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

事業の概要 一般病院、有床診療所、無床診療所、介護老人保健施設、訪問看護

◎ 温室効果ガスの削減目標の達成状況

 (1)計画期間

日（3年間）

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 4,115 4,117

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 4,403 4,388

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

 (3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

  温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 (4)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

第一年度は温室効果ガス削減-0.1％となりました。Ｈ25.10佐藤病院増床（ﾘﾆｱｯｸ治療棟）の患者数増
加、佐藤医院の送迎付き通所リハビリ利用者枠増加。有料老人ホーム入居者様、有床診療所入所の者
高齢に伴い空調の稼働が増えた事により排出量が増加しました。



(1)推進体制

経営改善計画（年6回）により、省エネ運動を実施し、6回目で発表会を実施する（評価の高い事例に
ついては表彰

◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策



レ

平成 28 年 4 月 1 日～ 平成 31 年 3 月 31

27 )年度 28 )年度

ｔ-CO2 ｔ-CO2
ｔ-CO2 ｔ-CO2

ｔ-CO2

(30 年度) (28 年度) (0 年度) (0 年度)
レ 3.3 ％ 0.3 ％ 0 ％ 0 ％

0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

3.3 ％ -1 ％ 0 ％ 0 ％

0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

（ ）

実績報告書

届出者住所
大阪府泉佐野市りんくう往来南3-28

氏名
三菱地所・サイモン㈱

代表取締役 山中 拓郎

特定事業者の主たる業種 69不動産賃貸業・管理業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

事業の概要 日本国内におけるプレミアム・アウトレットの開発・所有・運営

◎ 温室効果ガスの削減目標の達成状況

 (1)計画期間

日（3年間）

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 7,139 7,120

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 8,106 8,186

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

 (3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

  温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 (4)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

施設内の約2割にあたる空調機（室内機・室外機）を交換。
施設内の客用トイレの電灯をLED化。



(1)推進体制

東京本社にて、省エネ委員会を開催。その後各センター（事業所）にて「省エネ小委員会」を開催
し、
省エネについてや現状の報告などを説明。また、省エネをするために実施してほしいことなどを伝え
る。
合わせて店長会など、全店舗集まる際は、省エネの状況報告などを実施。

◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策



レ

レ

平成 28 年 4 月 1 日～ 平成 31 年 3 月 31

27 )年度 28 )年度

ｔ-CO2 ｔ-CO2
ｔ-CO2 ｔ-CO2

ｔ-CO2

(30 年度) (28 年度) (0 年度) (0 年度)
0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

レ 3 ％ -19.9 ％ 0 ％ 0 ％

3 ％ -19.5 ％ 0 ％ 0 ％

0 ％ 0 ％ 0 ％ 0 ％

（ ）

実績報告書

届出者住所
大阪府堺市美原区黒山457-1

氏名
株式会社三星製作所

代表取締役社長 田中 茂

特定事業者の主たる業種 31輸送用機械器具製造業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に
該当する者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ
又はロに該当する者

事業の概要 輸送用機械器具製造業

◎ 温室効果ガスの削減目標の達成状況

 (1)計画期間

日（3年間）

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 3,847 4,548

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 4,328 5,098

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

 (3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

  温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

  温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値 売上高

  （温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

 (4)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

単純な加工（プレス加工、切削加工等）から、組み立て加工の比率が増えてきたことから売上に対
し、電気使用量が多い傾向になってきている。
組立加工での省エネ化を検討して、実施していきたい。

1.エネルギー使用量、電気料金の毎月集計と広報、掲示。
2.エアー漏れヵ所の夏前チェックと修理。
3.電気使用記録からの異常使用のチェック。



(1)推進体制

開発生産技術部が主体となり、製造部その他は補助を行う。

◎ 温室効果ガスの排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化のための対策


